
　現在の亀山市立図書館は昭和 55 年（1980 年）に竣工し、40 年近く多くのみ
なさんから親しまれてきました。しかしながら、施設の老朽化などさまざまな
課題を抱えています。
　教育委員会では、平成 29 年 7月に策定した「図書館整備基本構想」において、
図書館を JR 亀山駅前に移転拡充して整備する方針を決定しました。さらに、基
本構想を踏まえて新図書館整備の基本的な方針や目標を示す「亀山市立図書館
整備基本計画」を平成 30 年 5月に策定しました。
　基本計画は、公開型・訪問型併せて 12 回の市民ワークショップや団体などと
の意見交換会、意見箱などさまざまな方法で市民の皆さんの図書館への思いを
いただき、また、市議会や社会教育関係の委員会などからも意見をいただいて、
図書館整備推進委員会や教育委員会で議論を重ねて策定しました。

平成 30年 6月 1日

「亀山市立図書館整備基本計画」を策定しました！！

亀山駅亀山駅

図書館整備
予定地
図書館整備
予定地

図書館整備
推進委員会

意見交換会

公開型
ワークショップ

訪問型
ワークショップ

学識経験者、団体役員、一般
公募市民、市職員により構成
され、整備計画について検討
しました。

公募で参加者を募り、テーマ
に沿って、意見を出しました。

図書館利用の鍵となる学校や
団体などへ出向いて議論しま
した。

各種団体へ出向き、意見交換
を行いました。

基本計画策定までの流れ
基本計画は、以下のようなワークショップや意見交換を行うなど意見を出し合いながら進めていきました。

紙上
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公開型市民ワークショップの
テーマに沿って意見箱で意見
をいただきました。

その他 電話・FAX・メール・文書な
どで意見をいただきました。

◆基本理念
3 つのコンセプト
①読書活動により高まる 知
②読書活動から広がる 学 び
③学びの成果の体現と交流を 楽 しむ

学びの場から
つながる場へ

（「亀山市立図書館整備基本構想」（平成 29 年 7月策定）より）

　基本計画段階では、基本理念を実現するために新しい図書館はどう
あるべきか、可能性を広げる議論を行いました。
　まずは現在の図書館のよいところ・イマイチなところや、まちの特
徴を確認し、新しい図書館計画につなげる部分を整理しました。
　その上で、新しい図書館でどういった活動や使い方（ソフト面）を
するかアイデアを出し、それを実現するにはどういった空間や設え
（ハード面）が必要かを検討しました。

第１～３回公開型ワークショップの成果は？

　公開型ワークショップでは、みんなで理想の図書館像等を語り合うところから始めて、その実現のために何が必要
なのか、そこではどのような活動が行われ、そのためにはどのような場が必要なのかを話し合いました。

第 4回市民ワークショップのまとめ 　基本計画段階での最後となるワークショップでは、「開館までこれから何しよう？～開館後
を見据えたロードマップづくり～」と題して、これから考えること、今からできることは何か
議論しました。

すぐにやること（設計段階）  完成までにやること （工事段階） 完成後にやること

できることからやってみよう！今の図書館をよりよくしよう！

もっと広く深く情報発信

活動の実践で輪をひろげる

まちの情報発信基地に！

現状の調査・分析 計画検討 蔵書計画

スタッフ確保・育成 ボランティア募集・育成

運営システムの検討
みんなでつくる、みんなが行きたくなる
市民主体の図書館を目指そう！！

継続した議論・市民参加の場を よりよい環境を実現するために



新しい図書館の方向性

　ワークショップなどから導き出された市民のみなさんが想い描く新しい図書館像を整理すると、その基本理念である「学びの場からつなが
る場へ」が示すように、図書館本来の機能に関連する学びや課題解決、情報発信といった機能を一体化に付け加えることで学びと交流拠点と
して展開を図る「多機能型図書館」をめざすものとなります。
　「多機能型」とは下にまとめたようなさまざまな機能を有機的・効果的に融和させて、さまざまな利用のあり方に応えることができる空間の
創出を図るもので、新しい図書館の方向性となるとともに、県下の他の図書館には見られない特色となります。

　（１）多様な市民が交流できる
　（２）飲食を提供あるいは飲食可能である
　（３）亀山ゆかりの人物の作品や市民活動などの展示ギャラリーがある
　（４）親子が気兼ねなく利用できる

これらを図式化したものが下の図です。

（５）亀山市の多様な情報が発信されている
（６）さまざまな学びに対応できる
（７）亀山に関する貴重な資料が保存されている
（８）利便性が高い管理運営

新しい図書館の
機能イメージ

※ここに掲げたコーナーのすべてを
　　　図書館に附加させるとは限りません。

『 動 』の
諸機能

『 静 』の
諸機能

交流機能

図書保存機能

開架書架機能

情報・文化発信機能

学習機能

親子・児童機能

管理・運営機能

発表・活動機能

郷土資料スペース
インフォメーション

閉架書庫

飲食（カフェ）

観光案内所

展示・掲示スペース

トイレ

貸出窓口

スタッフルームレファレンスコーナー

若者向け
コーナー

授乳・おむつ交換室
幼児用トイレ

物販

休憩スペース

ブラウジング
コーナー

子育て支援
コーナー

託児室
防音室

屋外広場

ボランティア室

プレイコーナー

おはなしの部屋

児童閲覧室

対面朗読室

多目的
スペース

閲覧コーナー

AVコーナー
学習室 閲覧スペース

検索
スペース

図
書
館
本
来
の
機
能

地域課
題解決

読書活動

地域資料
の収集

資料の
保存

子ども読
書活動

感性の
醸成

知識の
増進

亀山市の
魅力発信文化の発信

情報発信

子育て
支援

居場所
づくり

多文化共生

学びの環
  境創出

文化の継承

多文化共生 健康増進

文化の継承

子育て
支援

居場所
づくり

亀山市の
魅力発信

情報発信

市民参画

政策形成

市民参画

政策形成

市民参画

政策形成

健康増進

健康増進

健康増進

今後の予定

「
今
後
の
方
向
性
」

H28.10

基
本
構
想

H29.7

基
本
計
画

開
　
館

H30.5

管
理
運
営
方
針

蔵
書
計
画

開
館
準
備

基
本
設
計

市
街
地
再

開
発
事
業

市
街
地
再

開
発
事
業

市
街
地
再

開
発
事
業

実
施
設
計

建
築
工
事

　今後は亀山駅周辺事業の基本設計・実施設計と合わせて新図
書館の設計、管理運営方針や蔵書計画などの検討を重ねながら
整備事業進め、2022 年の開館を目指します。
　基本設計や管理運営方法などの検討にあたっても市民ワーク
ショップなどを重ねながら進めていく予定です。

2022 年（予定）

「亀山市立図書館整備基本計画」を公開しています‼

　図書館HPで「亀山市立図書館整備基本計画」
の全文を公開しています。
　なお、市民ワークショップの結果や図書館整
備推進委員会の会議録など基本計画の策定にか
かるさまざまな、データも公開しています。

ご意見・お問い合わせは
     ：亀山市　教育委員会事務局　生涯学習課
        〒519-0195 三重県亀山市本丸町 577 番地
        電　話：0595-84-5057　FAX：0595-82-6161
        メール：syougaku@city.kameyama.mie.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担　当：亀山、小坂


